
意見交換のまとめ（一部抜粋） 

「中 1ギャップ」の緩和 

〇小中間の滑らかな接続につながっている 

令和６年度は「乗り入れ授業」に特化した

内容で編集し、各学校に送付 

小中一貫教育の第３弾の企画～義務教育学校編～ 

 福岡県の香春思永館と天明校区の小中学校の 

こどもたちがオンライン交流で意見交換 

【今年度の取組】 

○中学校の吹奏楽部が昼休みにミニコンサートを開催し、幼稚園を招いた。 

○小学校の合唱コンクールに合わせて、中学校からの音楽の先生による乗り入れ授業を行った。 

○中学校での新入生への説明会に向けて、事前に６年生に説明してほしい内容についてのアンケー

トを実施し、準備を進めている。 

○メディアコントロールについて、児童生徒と保護者にアンケートを実施した。 

○桜木中校区と東野中校区が合同で幼小中連携の日を行った。 

【来年度に向けて】 

○来年度も幼小中間での、こどもたちの触れ合いを大切にしてきたい。 

○小学校と中学校で統一した授業スタイルが展開できるようにしていきたい。 

○幼小中連携カリキュラムの内容について、保育園の先生方から「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい１０の姿」を入れたいという提案をいただいたので、カリキュラムに組み込んでいきたい。 

○来年度は幼小中連携カリキュラムをホームページに掲載したい。 

○情報発信において、「市政だより」や市 PTA 協議会を活用できないか。 

 

 

 

 

① 小中一貫教育及び小中連携教育に関する調

査結果報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 小学校における一部教科担任制の事例集３ 

～乗り入れ授業編～の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ Kumamoto Education Week2024-25

の取組の紹介 

 

 

 

 

④ 来年度の情報発信について 

 

 

 

 

 

 

 

 懇談会の中で委員の方々から小中一貫教育や幼

小中連携教育に関するたくさんの素晴らしい取組

をご紹介いただきました。来年度はこのような素

晴らしい取組が、保護者や地域の方にもより伝わ

っていくように、熊本市のホームページや各学校

のホームページを活用する提案をしました。 

⑤ 今回の協議テーマ 

 

 

 

委員のみなさまには、今年度の取組や新たな 

課題、そして来年度の展望についてご意見をい

ただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局説明  

令和６年度 第３回熊本市小中一貫教育懇談会（概要版） 
「どのようにすればみんなが小中一貫教育（幼小中一貫教育）のよさを実感できるだろうか」

令和７年１月２９日（水）1４:00～1５:30 

小中学校間の教職員の意識改革 

〇一貫グループでは、80％以上の先生方が肯

定的な回答 

△保護者質問では、「わからない」という回答

が少なくない 

今年度の小中一貫教育や幼小中連携教育の取組 

及び来年度に取り組みたいことについて 


